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平成23年度「京都中小企業優秀技術賞」を受賞された企業の概要、受賞の対象となった技術・
製品等について、代表者や技術者のお話をうかがいます

京の技シリーズ
～技術開発に成果をあげ京都産業に貢献した中小企業の紹介～

め、温度があまり低下せずに
高品質の乾き蒸気を生み出
すことができます。
通常、ボイラーで作った蒸
気は設備に送る配管中でド
レン（熱交換後の温水）と
なって熱エネルギーが奪わ
れます。減圧弁などを使う場
合もさらに熱のロスが発生
し、またドレンをボイラーに
回収して再利用するのにも
限界があります。しかし、「バ
イソンサイクロン」の安定し
た高温の蒸気は、送気中もド
レンになりにくく、非常に良
い状態で使用設備・機械へ供給されます。ドレンの発生を
ほぼゼロにすることによりボイラー台数を減らすことがで
き、燃料費を10～ 20％程度削減できるとともにCO2の
排出抑制効果もあります。また、可動部がないため、メン
テナンスしやすい点も特長のひとつです。

■京都府と経済産業省の事業認定を受けて前進
開発のきっかけは、2010年にボイラーの余熱を利用し
て発電する小型の蒸気発電機を開発したことです。試験を
重ねる中でボイラーの燃料費が減っていることに気づき、
立命館大学理工学部の先生に相談したところ、それなら発
電機より省エネ型の機械を開発したほうがいいとのアドバ
イスを得ました。そこから形にしたのが、「バイソンサイク
ロン」です。
まず、自社の染工場で使い始めたところ、売上の25％
を占めていた燃料費が9％になったため、ボイラー協会や
エネルギー業界にも技術提案しましたが、原理をなかなか
理解してもらえません。長年、ボイラーの省エネ対策とい
えば保温材を使う程度で、根本的な省エネはできないと考
えられていたためです。開発過程で苦労したのは、こうし
た技術内容を認めてもらえないことでした。
そのような中、2010年に京都府の研究開発等事業計画、
2011年に経済産業省の新連携事業に応募して認定された
ことが転機になりました。特に新連携認定により、京都工
芸繊維大学から技術内容の学問的な裏づけを得られたこと
で大きく前進。それを基に、技術内容のブレイクダウンや
可視化を図るため、一般ユーザーにもわかりやすい資料を
作成しました。
「バイソンサイクロン」は、十数年前に蒸気発電機の名称
として考案し商標登録していたものですが、その後にイギ

●染工会社から独立した異色の機械メーカー
「内外特殊エンジ」は繊維・染色
機械、省エネルギー機器及び小型
発電機などの研究開発型企業で
す。染色加工と関連機械製作の老
舗である「内外特殊染工」（1936
年創業）のエンジニアリング部門
から独立し、1993年に設立しま
した。
内外特殊染工は60年代から染
色加工ラインの内製化を進め、そ
の過程で多くの特許を取得しまし
た。なぜ染工会社が機械づくりを

始めたかといえば、自社（内外特殊染工）用の染色機械を効
率的に低コストで開発したいと考えたこと、そして私自身
が発明好きであったことが大きな理由です。染色業ですか
ら学校は化学科を専攻しましたが、電気や機械、物理を独
学で勉強して、自社染工場の染色仕上げ機、しわ加工機、
水洗機、起毛機、乾燥機、染色検査機とさまざまな機械を
開発。そのうちに同業他社や関連業界からもニーズがあり、
機械を製造・販売するようになりました。
また、10年ほど前からは風力発電機、蒸気発電機、人
力発電機など「省エネ」や「環境」に注力した機械の開発に着
手しています。染工場ではボイラーを何台も使うため、燃
料費が売上の25％～ 30％と大きな割合を占めており、
業界的な課題となっていました。そこで、燃料費を何とか
削減できないかと考えたのです。また、染工場というと、
排水の問題から公害のイメージを持たれがちでした。しか
し、色の着いた水が出る、中和が必要な汚水が出るのは、
過剰な染料や薬品を使っている場合であって、当社は無駄
な薬品や過剰な染料を使わないので、排水基準に合わない
ような汚水は出ません。「無駄なエネルギーが業界の公害を
生んできた」という思いも、私が省エネに取り組むように
なった原点です。

■熱損失がほとんどなく、大きな省エネ効果
今回、優秀技術賞を受賞したボイラー用省エネ蒸気圧力
調節器「バイソンサイクロン」は、蒸気を作り出すボイラー
と、蒸気を使う工場設備とをつなぐ配管の中間に組み込み、
蒸気圧力を調節する機器です。ボイラーから送り出される
高温高圧の湿った蒸気を取り入れ、渦巻状のサイクロン本
体で旋回させながら16個の特殊ノズルで絞り減圧して膨
張させ、中心部から一気に吹き出し設備側へ送る仕組みで
す。蒸気を保温しながら水分を再蒸発させる働きがあり、
ノズルでの衝突損失と熱エネルギーロスも極めて少ないた

【第５回】 内外特殊エンジ株式会社
ボイラー用省エネ蒸気圧力調節器「バイソンサイクロン」

▲代表取締役
　岩見 秀雄 氏

▲�自社染工場に設置されたバイソ
ンサイクロン
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平成 23 年度京都中小企業優秀技術賞受賞企業紹介

技 術 担 当 者 か ら ひ と 言
製造部長 兼 設計製作課長 北村 信次郎 氏

長年、染色業界で機械設計の仕
事を手がけてきましたが、内外特
殊エンジに入社したのは4年前。
社長が書いた概念図を基に、私が
詳細な設計図を起こします。ボイ
ラーを扱うのは初めてで、ボイ
ラーの構造や蒸気の仕組みがわか
らないと設計できないため、一か
ら勉強しました。最初に社長の話
を聞いた時点では、エネルギーを
減らしてそれほどの仕事量が見込
めるものか、正直半信半疑でした
が、実際に「バイソンサイクロン」を作り、現場で試してみ
ると効果は予想以上でした。“絞り減圧”によって湿り蒸気
が乾き蒸気に変化し、ノズル前では飽和蒸気温度が130
度ぐらいなのに対し、ノズル後では150度ほどまで上がっ
てくるのです。
「バイソンサイクロン」は、顧客の工場や機械の使い方に
合わせてカスタマイズする必要があります。また、どのよ
うに使われるか（稼動状態）によって、省エネ効果の数値も
違ってきます。現場でお客様とコミュニケーションをとり
ながら、使い勝手のよい機械としてご活用いただけるよう
な工夫と改良を重ねていきたいと考えています。

会社概要
●会 社 名：内外特殊エンジ株式会社
●所 在 地：京都市南区吉祥院石原堂ノ後町11番地
●代 表 者：岩見 秀雄
●資 本 金：2,100万円
●事業内容：�各種の特殊繊維機械の製造・販売、省エネ機

器・発電機器製造販売

▲製造部長 兼 設計製作課長
　北村 信次郎 氏

【お問い合せ先】 （公財）京 都 産 業 2 1 連 携 推 進 部
産 学 公 ・ ベ ン チ ャ ー 支 援 グ ル ー プ

TEL：075-315-9425  FAX：075-314-4720
E-mail：sangaku@ki21.jp

リスの「ダイソン」
というサイクロン
型掃除機が有名に
なり、名を広める
追い風になってい
ます。「バイソンサ
イクロン」は、①自
社で染工場を持ち、
現場で応用できる
条件があったこと、
②発電機を開発し
たこと、この二つ
の条件が重なって
生まれた機械とい
えます。

■内需型企業として国内重視の展開を目指す
「バイソンサイクロン」は発売以来、繊維・染色工場のほ
か、食品や化学・医薬品工場、金属関連、病院などからの
受注が相次いでおり、今後もボイラーを使うあらゆる事業
所への広範な需要が見込めると考えています。内外特殊エ
ンジの従業員は7名という少人数のため、代理店経由で販
売していますが、既存のお客様からの紹介を通じて導入い
ただくケースも増えています。また、応用製品として、小
型発電機を組み合わせた「バイソンサイクロン・ジェネレー
ター」も投入しています。今後はジェネレーターの普及に
も力を入れ、全国に販売網を拡大する予定ですが、海外へ
の輸出展開はしません。理由は、日本企業を守りたいから
です。昔、自社で開発した染色機で多数の特許を取り、海
外に輸出した時代がありました。しかし、それによって日
本の繊維業界は衰えたと実感しています。「バイソンサイク
ロン」は部品を協力会社に外注し、組立は自社で行う純国
産品です。今の時代に非常に珍しい会社といわれますが、
特許を守りつつ、内需型企業として安定経営を目指します。

▲バイソンサイクロン設置前後の省エネ効果比較図
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 チーム京都発足の背景と経緯

　チーム京都を結成した背景には、中国で沿岸部を中心に、
人件費がここ数年間２ケタ%で伸びを続けていることが挙げ
られます。これは５年間で実に約２倍のペースであり、人件
費高騰による製造コストを抑えることは、中国の製造業に
とっては急務となっています。

　「１社では手に負えない大きな案件が、目の前を通り抜け
ていく。これに京都企業が複数で協力して対応することはで
きないか…」
　中国に進出し、自動化装置の製造販売を行っている企業が、
京都府上海ビジネスサポートセンター（公益財団法人京都産
業21上海代表処）の藤原首席代表にこのような相談を持ちか
けたのをきっかけに、昨年12月に意見交換の場を設けたの
が活動の始まりとなりました。その後、数回の“交流会”を経て、
今年の７月25日にものづくり系の京都企業約20社で「京都

自動設備支援ネットワーク協議会」を創設して規約を定め、
会長（秀峰自動機　栗山社長）と運営委員が選ばれました。こ
こから、中国の自動化の案件を中心とした情報交換の場を“例
会”と称し、中国の自動化のニーズを取り込むための活動が
本格始動します。

　2012年11月時点で、日中で32社のメンバーがチーム京
都に加入されています。１社では手に負えない大きな案件を
こなす仕組みが、中国で動き出しました。チーム京都の結成
をきっかけに、中国で活動されるメンバー企業には多くの引
き合いが舞い込んでいます。
　10月22日には、中国の蘇州で初めての中国例会も開催し
ました。今後は、華東地区だけでなく華南地区等でも中国例
会を実施し、国内と中国それぞれの情報交換を活発化させ、
ＴＶ会議システム等を活用しながら日中間のチーム京都の交
流を図っていく予定です。

　チーム京都　座談会　　　　　　　　　　　
　去る10月30日、チーム京都の運営委員による座談会を開
催し、この活動についてご意見を伺いました。

 互いの存在感を生かして協業する「チーム京都」

笹間　��今日は皆様お忙しいところお集まりいただき、ありが
とうございます。まず、チーム京都に参画されての感
想や抱負についてお聞かせいただければと思います。

栗山　��中国ビジネスの結束を固める
ことがチーム京都の趣旨です
が、中国で何をしたいかは各
社で異なります。自動化、加工、
商品といった自社の商材を的
確に判断するには、中国に何
度も足を運び、あちらの風土
に合うものを選び出すことが
大事だと思います。チーム京
都の活動に参画すると、そう
いう機会を多く持てます。

坂　　�当社はすでに進出しています。先日、蘇州でチーム京
都の中国進出組と会合を持ちました。今までは、１社
で受けられる仕事のボリュームは限られていて、断る
仕事も多くありました。しかし、チーム京都ができて
からは大規模な案件を断ることなく受注でき、私もこ

▲栗山 武 氏
（秀峰自動機株式会社・代表取締役）

れから受注の規模を大きくし
ていこうと思っています。ま
た、今後中国進出を考えてお
られる方への情報として、道
筋や実際の成功例を聞くこと
ができて参考になりました。
中国は広く、今回も蘇州、西安、
上海、華南、深圳と回ってき
ましたが、ダウンジャケット
を着たり、半袖になったりと
各地で気候が違います。地域
性や人も違うので、どこの地域に進出するかで従業員
や顧客への接し方も異なってくると感じました。

宮地　�参加企業には「すでに進出している」、「進出していない
が輸出はしている」、「進出も輸出もしていないが、中
国ニーズをとらえていきたい」という３パターンがあ
ると思います。当社は縫製関
係の自動機を作っており、中
国に工場はありませんが、貿
易面では従来から商品を出荷
しています。京都産業21上海
代表処の紹介で、西安標準工
業有限公司（ローカル企業）と
６月に業務提携しましたが、
非常にスムーズに進んでいま
す。先に進出された先輩方の
おかげで仕事がしやすいです

発展中の中国にある引き合い情報を共有化し、参画企業の事業拡大に結びつけることを目的に、
『京都自動設備支援ネットワーク（通称「チーム京都」）』が、昨年１２月に発足しました。成長著しい中
国において、特に近年、市場の急拡大が見込まれる自動化設備を軸に、中国に数多く潜在する規模
の大きな案件を、京都企業で連携して獲得するための取り組みを紹介します。

中国の生産自動化の波に応える京都自動設備支援
ネットワーク「チーム京都」の紹介

▲坂 栄孝 氏
（株式会社坂製作所・代表取締役）

▲宮地 康次 氏
（ハムス株式会社・代表取締役）
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し、分野外の仕事が来た時には、チーム京都の名前を
使わせてもらえるので、現状、満足しています。

今井　�当社は、グローバルな視点で
市場をとらえたいと考えて参
加しました。中国は製造国か
ら消費国に変わってきている
のを実感します。財団のバッ
クアップ体制もあり、中国に
販売会社を置こうとチャレン
ジし始めたところです。もと
もとは部品加工の会社ですが、
今は設計や機械装置も作って
おり、チーム京都の皆さんと
いい形でコラボレーションしていければと思います。
情報を集めながら進んでいきたい。自動機をどんどん
受けていくというより、ある程度自社製品を売ってい
きたいと考えています。

牧村　�当社はチーム京都の中国側の
受注組で、日本側でも参加し
ようということになり、私が
参加しています。チーム京都
の発足前はそれぞれの会社の
得意な分野で、個々に自分た
ちのジャンルで仕事をしてい
ました。狭い業界なので、顔
は合わせていたし、しがらみ
もありました。それがこのチー
ムの発足によって、自動機、
自動化という分野で有利な道具を持って集まることで
大きなことをしていけるという期待感があります。究
極の目標は業績アップですが、それまでの過程が面白
いに越したことはありません。多様な会社と知り合う
ことで、自分の勉強にもなり、相手の勉強にもなれば
いいと思います。お互いの存在感を生かす場があると
思うので、先に進出した当社は、これから進出する企
業さんへのアドバイスができればと考えています。

▲今井 琢也 氏
（株式会社日光電機製作所・代表取締役）

▲牧村 亮 氏
（株式会社メカニック・営業課長）

渡辺　�当社は自動化機械と福祉器具
のメーカーです。近年、工場
の海外移転によって国内の自
動化機械需要が減り、中国に
目を向けました。チーム京都
の中では競合ではなく、協業
をしたいと考えており、すで
に進出しておられる企業さん
には多大なお力をお借りした
いと思います。

 現地商談会や展示会に積極的な参加を

笹間　�９月22・23日に、上海で「日中ものづくり商談会」（主
催：ファクトリーネットワークアジア）が開催されまし
た。出展された企業さんの雰囲気や手ごたえはどう
だったでしょうか。

今井　�日本企業の出展数が600社と多く、情報発信に熱心な
のが伺えました。世界はほぼ同時進行かと思うほど、
中国でもスマートフォンなどモノの普及が進んでいま
す。ただ、貨幣価値が大きく違う。それさえ中国に合
わせれば、日本で売れるものは中国でも売れると感じ
ました。価格の壁をどう突破するかが課題です。

牧村　�中国では今、競合他社との差別化、すなわち自動機の
ブランド化が進み、バブル期を迎えていて、より良質
な自動機を導入することでライバルに対抗しようとい
う機運があります。中国進出を検討中の企業さんには、
現地の状況を見てもらい、一緒にやっていけるメン
バーを集めていきたい。日本で培った技術を生かす絶
好のタイミングです。しかし、これがひと波越えると
価格競争になるでしょう。それまでにチーム京都のメ
ンバーがどれだけ出て行くかが大事。そのツールとし
て展示会があります。12月にも日中ものづくり商談
会が深圳であるので、ぜひ現地を見る機会として活用
してほしいと思います。

▲渡辺 正 氏
（株式会社アートプラン・代表取締役）

「チーム京都」取組みの紹介
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「チーム京都」取組みの紹介

【お問い合せ先】 （公財）京都産業 21 事業推進部 市場開拓グループ TEL：075-315-8590  FAX：075-323-5211
E-mail：market@ki21.jp

 将来への展望と課題

笹間　�日本と中国の双方でチーム京都のような取り組みをし
ている例は稀だと思います。将来的な希望や課題など
をお聞かせください。

渡辺　�京都産業21では、上海に京都ブランドの常設展示場
「日本 京都館」を設けていますが、ここでチーム京都の
広報活動を行ってもらえたらと思います。

牧村　�私も、財団の上海代表処（京都府上海ビジネスサポー
トセンター）にお願いして、継続的な情報発信を行う
ことが必要だと感じています。また、受注体制やPR

 今後の財団の取り組みについて

　中国では自動化設備に関する引き合い・受注が増加してお
り、中国でのチーム京都の活動は軌道に乗りつつあります。
今後、国内では協議会への企業参加を広げるとともに、各種
事業を京都企業に案内しながら、中国市場の事業活動の見識
を広めることに取り組みます。
　また、中国進出組とのさらなる連携を図り、より豊富な情
報を共有しながら、京都府上海ビジネスサポートセンター（京
都産業21上海代表処）と協力し、中国市場でのチーム京都の
活動を支援してまいります。
　中国に進出されている発注企業の皆様で、設備の自動化に
関するご要望、お困り事等がございましたら、（公財）京都産
業21までお問い合せください。

活動などインフラ整備を進め、商流をつくることが急
務だと感じています。

笹間　�インフラ整備は確かに急務で、
京都産業21としては企業主導
で決めていただくのがよいと
考えます。京都産業21では「海
外進出企業ガイドブック」はす
でに作成していますが、チー
ム京都のパンフレットも作成
したいと思います。今日はお
忙しい中ありがとうございま
した。

▲チーム京都メンバー集合（「日本 京都館」開設式 2012.6.15）

▲笹間 拓
（京都産業21 中小企業特別相談員）
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『経営者育成大学』実施報告

後継者のための『経営者育成大学』を実施しました
財団では事業後継者やその予定の方等を対象に実践的なセミナー「経営者育成大学」を、（一社）
京都府中小企業診断協会と連携して開催しました。本年度の参加者は２３名と過去開催（３回）した
中で一番多く、受講テーマも「経営革新の進め方と京都府の支援策」を取り入れ、合計８回シリーズ
（１回目と最終回の８回目は宿泊研修、２～７回は夜間に実施）で実施しました。修了された受講生の
方から、この研修で学んだことや決意、感想をいただきましたので紹介します。

経営者育成大学の主なテーマ

２４年度受講者の感想

①リーダーシップ論
②経営戦略策定と経営管理
③財務と会計管理の実態
④営業・マーケティング戦略
⑤人材マネジメント
⑥ IT 活用の計画と実践
⑦経営革新の進め方と京都府の支援策
⑧ケース事例を用いた事業計画の作成

日頃は日常業務に忙殺され、必要性は感じつ
つ、なかなか経営を網羅的に学ぶ機会もなく
ここまでやってきました。この度、経営者育成
大学を受講して、文字通り「人」「モノ」「カネ」

「情報（ＩＴ）」の視点から経営を学習すること
ができました。また、ご指導いただいた講師
の皆さん、同期の受講生の皆さんとの出会い
は貴重な財産となりました。思い切って参加し
て本当に良かったと思いました。

日下㈱　小柴宏紀さん

座学の苦手な自分は約３時間のセミナーは長
いのではと思っていましたが、知識に有る事も
無い事も習得出来て良かったです。全８回の
スケジュールを終えて４期生全員長く付き合い
たいと思いました。そして、4 期生が任意で
継続して活動する団体の代表と言う自分には
似合わない大役を受けましたが、皆で協力し
進めていければと感じています。

京都飲料㈱　藤本　肇さん

平日の 18 時から 3 時間の研修では、演習時
間・休憩時間に気付いたことや疑問に思ったこ
とを積極的に検討しあい、宿泊研修ではこれ
からのことを前向きに話し合えました。一緒に
悩み考える仲間とこれからも交流を深めて行
きたいと思います。

㈱アール ･ エム・アイ　田邉朋子さん

６月末の役員改選で執行役員に任用され、翌
７月から経営者育成大学でお世話になりまし
た。経営者は何を知り、何を考えるべきかを
体系的に教えていただき、本当に勉強になりま
した。あっという間の３ヶ月間でしたが、修了
後も交流が続く受講者仲間ができたことが何
よりの成果です。

京都電子計算㈱　北川勝彦さん

講義 受講生体験談

グループ演習 成果発表 参加者・講師一同

【お問い合せ先】 （公財）京都産業 21 お客様相談室 TEL：075-315-8660  FAX：075-315-9091
E-mail：okyaku@ki21.jp
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10月25日（木）、京都全日空ホテルにおいて「第16回異業種京都まつり」を開催しました。
当日、約1,000名の参加者のもと、約８０の企業・団体・大学が参加した
テーブル交流会では、多くの商談ができたとの声が上がるなど、活発な異
業種交流が行われました。
また、併催事業として、製品開発型京都企業を主な対象とした国の支援
事業に関する説明会並びに福井県立大学・中沢孝夫氏の基調講演会を開
催したところ、それぞれ大変多くの方々にご参加いただきました。今回は、
基調講演の内容を紹介いたします。

●中小企業と地域性
本日のテーマは「グローバル化と中小企業～地域性をどう生かす

か～」です。中小企業には必ず地域性がともないます。そこで重要
なのが「歴史経路依存」という言葉です。国や地域はそれぞれ異なる
歴史経路を持ちます。例えば、砂漠の国では日々の水を探すのが主
婦の主な仕事であったり、アフガニスタンなどの山岳地帯では牧畜
は可能だが製造業などの産業が育ちにくかったり、ヨーロッパでは
民族と国と地域があまりにも多いため、過去70年を除くとずっと
戦争の歴史であったりします。それに対して日本は恵まれた自然が
あり、水を飲むのに苦労しない。また、海が安全保障となり内戦さ
えなければ平和が保たれました。このように気象条件、文化、制度、
隣国、民族など様々な条件によって現在の暮らしや産業が決まって
しまいます。つまり歴史経路に依存するわけです。
日本国内でも同じことがいえます。それぞれの土地に地域性があ

り、京都と私が住む福井県では地域性がまったく異なります。例え
ば繊維産業を見ると、京都や群馬県・桐生、栃木県・足利の繊維は圧
倒的に高級品ですが、福井県は帯などでなく畳のヘリなどを作って
います。京都は歴史的に権威が残り続けたことで文化の厚みがあり、
お金も集まるので商品のレベルが高いのです。一方、福井県はもと
もと和紙を作るための木が多かったので紙の供給地でしたが、戦後
和紙の需要が減ったことで、繊維産業に後発で参入したのです。同
じ産業でも、そのような地域性の違いがあります。

●「知らない場所に飛び込む勇気」が大事
中小企業はかわいそうだ、という意見をよく聞きます。「かわいそ

うな中小企業」があることは事実です。しかし「中小企業がかわいそ
う」だという事実はないと私は考えます。中小企業白書を読むと、
この25年ほど一貫して変わらない数字があります。それは20～
25％の中小企業は、常に大企業の平均的な経常利益率を上回って

テーマ

グローバル化と中小企業～地域性をどう生かすか～

講師
福井県立大学　特任教授
中沢 孝夫 氏
福井県立大学地域経済研究所所長（特任教授）
1944年生まれ。立教大学法学部卒業。
兵庫県立大学教授を経て、2008年から福井県
立大学教授。2012年4月から現職。専門は中
小企業論。
主な著書に「グローバル化と中小企業」（筑摩

書房）、「中小企業は進化する」（岩波書店）、「中小企業新時代」（岩波新書）
等多数。

いるということです。しかし、彼らは儲かっていますとは絶対に言
いません。取引先から値下げを求められるからです。私は、中小企
業はサイズではなく質で評価するべきだと思います。
海外展開している会社ほど国内で伸びているという現実がありま

す。ある設備会社がベトナムに進出しました。タイやマレーシアを
視察した際に、ベトナムからの出稼ぎ労働者がそれらの国で活躍し
ていることを知り、ベトナムに進出すれば良い労働力が直接得られ
ると考えたからです。もともとこの会社は、お客との出会いが少な
い日本国内のマーケットに限界を感じていたのです。
ベトナム進出は大正解でした。日本から進出している会社に営業

に出向き、会社案内を置いて帰ると20～ 30％の割合で電話がか
かってきます。例えば、ある大手化粧品メーカーから「ちょっと来
てほしい」と電話がくる。日本ではまずないことです。そしてこん
な設備を作ってほしいと頼まれ、設計して提案すると、他の会社も
紹介してもらえる。このように「アテ」になる技術があり、日本では
出会えない立場の人とのネットワークが生まれ、取引機会が拡大す
る。そしてその出会いが日本での取引にもつながっていくのです。
海外駐在で必要な能力は語学力ではありません。それよりも大事な
のは「知らない場所に飛び込んでいく勇気」です。新しい出会いを求
めて積極的に出かけていき、ネットワークを広げる。その好奇心が
重要なのです。

●会社は付加価値を生む「変換体」
どんな企業も生き残りの条件として、他に代替のきかない技術を

持つ必要があります。そもそも会社とは付加価値を生産する場所で
す。さらに現場とは、雇用がそこにあって、付加価値が生まれてい
るすべての場所をいいます。例えば新しい商品を企画します。次に
その企画を図面に落とし込む設計開発を行い、設計開発したものを
実際に作るための設備開発を行う。そして試作をし、試作したもの
を量産し、マーケットで展開し、アフターサービスを行う。その循
環全体を現場というのです。それをわかっていない人が経営者であ
る会社は最悪です。そのような経営者は、景気が後退すると真っ先
に工場を売ってしまう。そのように手足を切ってしまうから、試作
も設備開発もできなくなってしまうのです。
会社とは「変換体」です。つまり情報、材料、アイデアといったも

のをインプットし、付加価値をつけてアウトプットします。ただし
自社にしかできない変換をする必要があります。それができるのが
「人材」であり、どうやって人材を生かすのかが重要になります。マ
ネジメントとは「経営資源を生かすための技術」です。それは投資や
人材育成のことです。

●WILL・CAN・MUSTの関係
人間の仕事能力は、4つのレベルに分けることができます。
レベル1は誰にでもできる仕事。これは正社員である必要はあり

ません。レベル2はさしあたって任せることができる、トラブルに

第 16 回異業種京都まつり
～ 2012 異業種交流 農商工連携・地域資源活用・新連携フォーラム～
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第16回異業種京都まつり報告

も対処でき自分で段取り
が立てられる人。レベル
3は、職場のほとんどの
仕事ができ、新しい材料
を見て、どの機械にかけ
てどういう刃でどの角度
で切削するのか、どのく
らいの回転速度でその形
状が求められるのか予測
ができ、トライすること

ができる人です。これは正社員で最低でも5～ 10年の経験が必要
です。レベル4は提案能力があり、新しい仕事を作り出せる人です。
新しい仕事を作りだす人は付加価値を持っている人です。レベル1、
2は派遣社員でもなんとかなりますが、レベル3、4は派遣社員では
どうにもなりません。
問題はレベル4の人材をどう作るかです。スタンフォード大学の

ビジネススクールのテキストに「幸せなキャリア形成ビジネスとは
なにか」という定義があります。そこには、やりたい仕事があるか
どうか＝WILL、その仕事ができるかどうか＝CAN、やらねばなら
ない仕事＝MUSTがあり、これらが重なった仕事が最高の仕事だと
書いてあります。しかしそれは、相当なスキルを持った40～ 60
歳代の人の話だと私は思います。私に言わせれば、人生のほとんど
が、ビジネスのほとんどがMUSTなのです。やらねばならない仕事
を夢中でやっているうちに仕事を覚えてできるようになります。
MUSTからCANになるのです。そして仕事の達成感が生まれWILL
の領域が広がり、新しいMUSTが始まり、またCANになる。この
循環で人間が成長するのです。

●リードタイムと正味作業時間の改善
日本の製造業を見ると、ここ20年でエレクトロニクス系と非エ

レクトロニクス系に完全に分かれてしまっています。カメラ付き携
帯電話のように、エレクトロニクス系商品は境界を失い、全部が組
み合わさっています。それに対して非エレクトロニクス系商品には
厳然と境界があります。輸送機械の自動車、船、飛行機はすべて別
の商品です。自社の商品が組み合せなのか境界を持つのかをしっか
りと考える必要があります。例えばサムスンは組み合わせに優れて

います。しかしサムスンの売上の7～8割は部品など中間財の調達
に使われてしまいます。同社の昨年の日本からの調達額は8000億
円にもなります。ですから、サムスンに負けたから日本のモノづく
りが負けたということではないのです。日本が負けないためには、
発注から納品までのリードタイムと正味作業時間を改善することが
必要です。例えばパソコンの発注から店舗に届くまでのリードタイ
ムは、中国の奥地からだと6週間かかりますが、それでは週末に売
り出すのに間に合わない。日本でなら1週間でできます。確かに日
本ではコストがかかりますが、リードタイムが短いのでリスクが少
なく、在庫も少なくて済みます。正味作業時間とは、勤務時間内で
仕事をしている時間のことです。普通の中小企業は、10～ 15％
くらいです。ほとんど仕事以外のことで時間がつぶれているのです。
この正味作業時間を限りなく長くするよう改善していけば、無理に
海外に出る必要はありません。

●自らをブランド化せよ
もうひとつ大事なのは、自らをいかにブランド化していくかです。

ブランドとは「物語を持っている」ことです。あの会社だから大丈夫、
あの会社は伝統がある、あの会社は信用できる、という様々な物語
がまとわりつき始めたらそれはブランド化です。そしてそのブラン
ドは地域性から離れることはできません。中小企業は大企業と違い、
いったんその地域に根を張ると、引っ越せないものです。素材も発
想の仕方もその地域にあるからです。つまり根拠地です。さらに自
分の会社の文化を育てることも重要です。文化とは排他性を持ち、
他に代替がきかないものです。それを作るのは、やはり人間です。
その人間を育てるためには、何か新しいことをする、冒険をする従
業員にどんどんMUSTを与え、成長させることです。それが会社の
競争力につながっていくのです。
最後に、経営にとって何が大切かを申し上げます。それは、温か

いハートと冷静な頭脳です。冷静な頭脳とはどういうことかという
と、心の中に「鬼」を一匹飼っておくことです。経営には冷酷な判断
をしなければならない瞬間が多々あります。やさしさは罪であると
いうのが私の考えです。しかし同時に温かいハートも必要です。従
業員を育てるために支援を惜しまないことです。従業員が育つこと
が、会社が育つことなのです。ご清聴ありがとうございました。

【お問い合せ先】（公財）京都産業 21 連携推進部 企業連携グループ TEL：075-315-8677  FAX：075-314-4720
E-mail：renkei@ki21.jp

▲講演会場の様子
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京都ビジネス交流フェア2013　近畿・四国合同緊急広域商談会

京都ビジネス交流フェア２０１３

近畿・四国合同緊急広域商談会

受注企業募集中

◆参加企業　発注側 135 社　受注側 485 社　商談件数 1464 件
◆成約件数 49 件　成約金額 111,235,000 円

受注側（回答数：280 社）
参加目的は達成できた 192 68.6 %
参加目的は達成できなかった 48 17.1 %
どちらともいえない 6 2.1 %
未記入 34 12.1 %

発注側（回答数：147 社）注）両日参加企業があるため

参加目的は達成できた 111 75.5 %
参加目的は達成できなかった 16 10.9 %
一部達成できた 2 1.4 %
まだわからない 3 2.0 %
未記入 15 10.2 %

昨 年 度 実 績

【お問い合せ先】 （公財）京都産業 21 事業推進部 市場開拓グループ TEL：075-315-8590  FAX：075-323-5211
E-mail：market@ki21.jp

京都産業21及び近畿・四国及び鳥取県の各財団で
は、自府県の中小企業の取引先拡大を目的に合同で商
談会を開催します。つきましては下記のとおり受注企
業の募集を行いますのでお知らせします。

日 　 　 時  　2013年２月21日（木）・22日（金）10時30分～16時30分

場 　 　 所  　京都パルスプラザ（京都府総合見本市会館）　第2展示場

募 集 締 切  　2012年12月25日（火）17時

申込み・詳細  　�財団ホームページからお申し込みください。
※事前の申込みが必要です。当日の飛び込み参加は出来ません。

参 加 資 格  　�近畿（奈良県除く）・四国及び鳥取県に立地し、発注メーカーの求める技術に適している
中小企業。

メ
ー
カ
ー（
発
注
側
）

京
都
産
業
21（
事
務
局
）

面
談
希
望
企
業（
受
注
側
）

受発注商談会参加面談

④面談希望メーカーへ
アプローチシート送付

⑦面談時間予約（ＷEB）

③�面談申込み・アプローチシート入力・
提出（WEB）締切12月25日17時

企業パンフ（郵送）締切12月27日必着

②受注企業募集
12月3日～ 12月25日
HPに発注企業情報UP

①参加申込
求める技術内容提示

⑥面談可能企業通知（FAX）
（予約用のID・PWをFAX）

⑤面談可能企業絞り込み

《開催までの手順》
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設備貸与制度

設備投資なら、財団の割賦販売･リース
平成24年度　制度改正が行われました。

設備貸与（割賦販売・リース）制度　〈小規模企業者等設備貸与制度〉

〈小規模企業者等設備導入緊急支援事業費補助金〉
■助 成 内 容	 助成対象期間中の割賦損料の1/2
	 助成対象期間中のリース料の2.5％

（助成金の交付申請をしていただく必要があります。〆切：未定）
■助 成 対 象 期 間 	 平成24年4月1日～平成25年3月31日
■助成金お支払時期	 平成25年3月末予定（助成対象期間中の最後の割賦料・リース料の入金確認後となります。）

区　　分 割賦販売 リース
対 象 企 業 原則、従業員20人以下（ただし、商業・サービス業等は、5名以下）の企業ですが、最大50名以下の方も利用可能です。

**個人創業1ヶ月前・会社設立2ヶ月前～創業5年未満の企業者（創業者）も対象です。
対 象 設 備 機械設備等（中古の機械設備及び土地、建物、構築物、賃貸借用設備等は対象外）
対象設備の金額 100万円～ 8,000万円／年度まで利用可能です。（消費税込み）
割 賦 機 関 及 び
リ ー ス 期 間

7年以内（償却期間）
（ただし、法定耐用年数以内）

3 〜 7年
（法定耐用年数に応じて）

割賦損料率及び
月額リース料率

年２．５０％
（設備価格の10％の保証金が契約時に必要です）

3年２．９９０％　4年２．２９６％　5年１．８６８％
6年１．５９２％　7年１．３９０％

連 帯 保 証 人 原則1名（法人企業の場合は代表者、個人事業の場合は申込者本人以外の方）でお申し込みできます。

企業の方が必要な設備を導入する際、財団がご希望の設備をメーカーやディーラーから購入し、
その設備を長期かつ低利で「割賦販売」または「リース」する制度です。
【ご利用のメリットと導入効果】
●信用保証協会の保証枠外でご利用できます。
●金融機関借入枠外でご利用できます。
→　運転資金やその他の資金調達に余裕ができます。
●割賦損料率・リース料率は固定
→　安心して長期事業計画が立てられます。先行投資の調達手段として有効です。

●設備投資の際は、是非一度お問い合わせください。●

割賦・リース
契約締結 割賦・

リース料返済 設備選定

売買契約締結

設備代金支払

設備納入

設備販売業者財　団

企　業

法改正に基づき、公益財団法人京都産業21が実施する「設備貸与（割賦販売・リース）制度」の制度改正がおこなわれ、
よりご利用して頂きやすくなりました。

主な改正点は4つ、①設備貸与上限額の拡大。（6,000万円から8,000万円へ拡大） ②事業実績が1年未満の創業者
の利用条件｢商工会議所、商工会、商工会連合会の経営支援員による経営指導を6 ヶ月以上うけていること｣の撤廃。
③リース期間の設定方法の変更。 ④従業員規模20名超50名以下の事業者の金融機関からの借入
金残高が「3億円以下」から「4.2億円以下」へ引き上げ。（但し、日本政策金融公庫国民生活事業・住
宅金融支援機構・信用金庫・信用組合からの借入金は除く）

さらに、前年度に引き続き、利息の1/2の助成の実施を決定！（平成24年度の1年分）
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多層立体格子型ジェル「ジェルトロン」を開発し、「睡眠の道具販売」ではなく質の高い快適な睡
眠環境に関する研究＆開発、製品提供に取り組む株式会社パシフィックウエーブの田中啓介社
長にお話を伺いました。

「寝る」から「眠る」への睡眠のソリューション環境を創造する
株式会社 パシフィックウエーブ

当社は、人生の3分の1を占
めるといわれている睡眠をよ
り良いものにするためのクッ
ション材、立体格子状ジェル
「ジェルトロン」を開発しまし
た。体圧分散性、ずれ力吸収性、
通気性、形状安定性（耐久性）、
人への安全性、衛生特性に優
れ、一般家庭用のマットレス、
まくら、クッション、ショル
ダーベルト、ショルダーパッ
ドなどのほか、介護分野での床ずれ防止用マットレス、車椅
子クッション、体位変換クッションなど、ずれへの対応が必
要となるあらゆる用途に広がりつつあります。
ジェルトロンの開発以前にも2002年に京都府から「粘弾

性合成ゴムを素材とした、体型や健康状態に対応した床ずれ
予防の快適敷き寝具の試作」で創造技術研究開発費補助事業
の認定を受けましたが、このジェルトロンで2011年、地元
舞鶴市が創設した「リーディング産業チャレンジファンド」の
最初の助成対象に選ばれ、「優れた機能を持つ介護製品として
将来性がある」と評価いただきました。

人間の潜在能力を高める“快適な睡眠”の研究
子供の頃から、人間の五感に収まりきらない、外界を感知

しコントロールするような能力（超能力とも呼ばれますが、
特別な人間だけが持つ非現実的な特殊能力という概念ではな
い）に関心があったことが睡眠の研究につながりました。
脳波がα波であるときは非常に穏やかな精神状態、座禅で

瞑想しているような状態で、そのような状態の時にひらめき
があったり、その人本来の人間特性、潜在的な能力が活性化
すると考え、そのメカニズムの解明に取り組みました。人間
の睡眠リズムは約90分サイクルでノンレムとレム睡眠を繰
り返し、だいたい5回くらいで約7～ 8時間の睡眠を完結し
ます。最も脳波がα波を保つことができるのは朝方の非常に
長い2～3回のレム睡眠のタイミングであることに着目し、
このレム睡眠をうまく保つことによって人間の潜在能力が発
揮される、と同時に生命維持のコントロールができ易くなり、
本来の自然治癒力を高めた健康維持が可能となると考えまし
た。
朝方のレム睡眠を阻害せず、このタイミングを通過し易く

する環境をつくることが大切です。レム睡眠時、脳は起きる
準備をしていて、周りの環境をリサーチというかレーダーを
張ってどういう状況になっているかを感じ取っています。睡
眠中に受ける一番の刺激は皮膚接触、触覚です。熱い寒い、
痛い、痺れるなどによって睡眠のリズムが遮断され、覚醒し
てしまいます。研究を進め、皮膚の安定性という触覚を穏や
かに整えるということを私のライフワークにしようと考える
ようになりました。そして、1980年、アメリカ留学中に出

会ったのがウォーターベッドです。

ジェルトロンの誕生
穏やかな睡眠がキープできる理想の環境は胎児が羊水に浮

いて眠っているような状態です。良質のウォーターベッドが
それに近い状態を実現すると考えて私は米国メーカーのある
ブランドを輸入し、1990年代に日本でウォーターベッドを
普及させ、大きな市場を開拓しました。ところが、ある大手
のベッドメーカーのウォーターベッドが水漏れ事故を多発さ
せたことにより、市場全体にウォーターベッド自体が良くな
いものとの認識が広がり、日本での市場が衰退したと考えて
います。
そこで、水以外の素材で浮力に近い寝心地を作り出そうと

考 え て い た と こ ろ、 米 国 のSSA（Specialty Sleep 
Association）というスプリングを使わないマットレスメー
カーの協会が1999年米国で主催した展示会で、インテリ
ジェルという名の単純格子構造で、感触がグミキャンディの
ようなジェルのマットレスが発表されました。この時、この
素材はうまく工夫して改良していけばウォーターベッド以上
のものができると確信したのです。
契約金は当時の当社年商の数倍以上でしたが、研究開発し

て製造も行いたいと考えたのでそれを契約し、最終的に日本
アジア地域独占製造販売権を得ました。米国の展示会から持
ち帰ったそのサンプルマットレスを日本医学会総会展示会に
出展した時、来場された脊髄損傷の障害がある方が試して、
「すごく良い！寝た瞬間、優れたものだということが分かる。
きちっと商品化してほしい！」との言葉に、こういう障害を
持つ方々に喜んでいただきたいという思いを強くし、日本人
に合ったマットレスへの商品化を進めてきました。
インテリジェルを使用したマットレスを2004年まで供給

していて、高い評価をいただきました。しかし、当初から気
付いていたことですが、単
純な四角格子状のため、大
きな斜めの力が加わった
時、通気性を充分保つこと
ができないという弱点があ
りました。その点を解決し
て生まれた（2004年）のが
ジェルトロンです。

ジェルトロン―その形状と素材が体への負担を限りなくゼロに
インテリジェルは格子1層の構造でしたが、ジェルトロン

は大きさの違う格子が2層あり、一体成型で仕上げています。
大きめの四角の空間柱上部にそれより小さい四角の空間柱を
加え十文字のリブ構造とすることにより、素材と相まって柔
軟に形状を変化させ、垂直荷重だけでなく斜め・ねじれ力に
も対応し圧力を吸収します。この空間柱が“潰れこむ”という
ことが重要で、圧分散と空気層のポンピング作用が働き、常

ジェルトロン ピロー MYZ(マイズ)
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京都発！我が社の強み

に通気性を保ち夏
の蒸れを防ぎます。
さらに寝返り（体
動）や背上げ時のず
れによって発生す
る毛細血管の血行
障害を軽減するだ
けでなく、ずれ発
生時には肌との接
地面が変わらず素

材が動いているからスムーズな体動が可能なのです。
素材はミネラルオイルとポリマー（米国FDA（食品医薬品

局）認可）で、子供やお年寄りが誤って口に入れてしまっても
安全かつアレルギー誘発性もありません。温度による硬さ変
化もほとんどありません。当社の製品カバーはファスナー式
なので、失禁などで汚れても中身を簡単に洗うことができます。
7年半ほどの時間経過でわずかに柔らかくなりますが、

JIS K6400規格の8万回繰り返し圧縮テストでは復元率が
99.7％以上で、ウレタン素材の約3～ 5倍の耐久性を持っ
ています。100％リサイクル可能で、仮に土に埋めても生
分解性も小さいながらありますので分解しますし、燃やして
もダイオキシンなど排出せず環境を汚染する物質は含まれて
いません。

マットレスオーダーメードシステム「e-MOS」
マットレスへの荷重割合は体の

部位により異なり、肩・背中が
33％、腰・お尻44％、脚16％です。
各ポジションに合わせマットレス
を3つのパートに分け、6段階の硬
さのジェルを組み合わせることに
より216のパターンから使用者の
最適寝姿勢を保つ硬さを設定、ネッ
ト上での体形データ入力により
オーダーメードができるシステム

を開発しました。例えば、脊髄損傷の方は上半身がガッシリ
してお尻と脚が小さいことが多く、そういった方にもフィッ
トさせることができます。妊婦さんをはじめ、体形の変化に
も対応させられます。顧客カルテによる管理を含めたこのシ
ステムで、業界初のビジネスモデル特許（第3581087号）
を取っています。

学会専門家からの高い評価と褥瘡予防における課題
私は、日本睡眠学会、日本睡眠環境学会、日本褥瘡学会の

会員としての各学会での研究発表、日本医学会総会や国際福
祉機器展などの展示会への出展などを重ねてきました。
褥瘡学会の、医療・福祉の現場を知る中心的で著名な幾人

かの先生方には実際当社の製品を長年にわたりご活用頂き高
い評価を得ています。同時に、様々な治験データを取ってい
ただいたりアドバイスを頂く等、共同研究も行っています。
現在、日本褥瘡学会の理事の先生と共同で、ずれと摩擦によ
る血行障害、血流安定についての研究も進んでおり、医学的・
科学的数値化、物差し・指針作りに取り組んでいます。
そうした中で、褥瘡に関して、日本ではまだまだ「垂直荷

重分散」偏重ですが、米国では既に「ずれ量とずれ力」という

概念が重要視されるようになっていますので、日本もこれか
らはこの問題に取り組むことが必要不可欠となっていくと考
えます。マットを調整して沈みこませ、接地面増加により圧
分散して予防さえできればよしとするのでは、体が「く」の字
になり呼吸が取りにくい寝姿勢になってしまいます。呼吸を
整えなければ、酸素摂取量を確保した安定的な自然治癒力は
キープできません。診療報酬における褥瘡対策未実施減算と
その後の改訂があり、確かに必要なルールづくりではありま
すが、もっと大きな視点でトータルに健康というものを捉え
た取り組みと政策に期待したいと考えます。

人生を幸せにするソリューション環境づくりを追求し続ける
介護分野での当社製品利用者は既に10万人を超えていま

す。また、日本のプロゴルファーキャディの60.4％（2012
パナソニックオープン）に使用頂いており、「ジェルトロンの
ショルダーベルトはずれ落ちないだけでなく、使用しない時
の半分くらいの重さに感じる」と認められています。ここへ
来てようやく弊社のジェルトロンは他の類似商品と比べ使用
感の素晴らしさを認識していただけるようになり、売り上げ
もここ3年間は20％ずつ上がってきました。
応用商品の展開も有望で、車のシートや靴のインソールな

どで大手の自動車メーカー・スポーツ用品メーカー様からの
引き合いやOEM生産の提案も来ており開発中です。他にも
便座、射撃時の肩パッド、知的障害の方のヘッドギアの代替
など想定している商品も数多く、多角的なご要望をきちっと
受け止めお客さまに幸せを感じていただける商品をどんどん
作っていきたいと考えています。
「ジェルトロンのおかげで…」と、涙を流して感謝していただ
いたお客様のお言葉を胸に、今後もジェルトロンが様々なお
客様のニーズやお困りごとに対応してソリューションのお役に
立てて頂けるよう全身全霊で取り組んで参りたいと思います。

DATA
株式会社　パシフィックウエーブ

代表取締役　田中 啓介 氏
所 在 地　〒624-0823　京都府舞鶴市京田187-1
電　　話　0773-75-8688
設 立　1994年11月
資 本 金　3千万円
従 業 員　21名
事業内容　�多層立体格子型ジェル「ジェルトロン」の製造、並

びに睡眠の質の向上をめざした健康睡眠に関する
情報と商品供給

Ｕ Ｒ Ｌ	 http://www.pacificwave.co.jp
販売子会社	 ジェイスリープ株式会社

【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
企 画 連 携 課 　 情 報 ・ デ ザ イ ン 担 当

TEL：075-315-9506  FAX：075-315-9497
E-mail：design@mtc.pref.kyoto.lg.jp

ジェルトロン マットレス

社屋・工場

荷重がかかるとジェルの壁が折れたりねじれた
りして力の方向を細かく変化させ、荷重を分散
させます。 垂直荷重だけでなく、斜め、ねじれ
荷重にも柔軟に対応します。
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品質管理基礎講座

第１回「品質管理概論および品質保証活動編」
7月25日（水）
講師：(有)テクノ・コンサルティング　藪野 嘉雄 氏
　日本の品質管理の変遷や品質管理の基本的な定義を
知るとともに、統計的な考えに基づく管理手法である
「QC七つ道具」を活用することの重要性を学びました。
　品質保証活動については、品質保証の定義や考え方
及びその重要性、さらにステップ別の品質保証活動の内
容や方法及び留意点などを学びました。

第２回「品質管理実施法編」
8月8日（水）
講師：(有)長田経営研究所　長田　徹 氏
　品質管理を全社的に推進するために、全社的品質管
理(CWQC、TQC)、日常管理、方針管理、QCサーク
ル活動、標準化などの取り組み内容や進め方について
学びました。
　また、工程の管理については、工程管理の概要を把
握するとともに、QC工程表などを活用して、管理のサ
イクル(PDCA)を回すことが重要であり、その留意点に
ついて学びました。

第３回「品質管理の手法編（前編）」
8月22日（水）
講師：(有)坂井経営技術研究所　坂井 公一 氏
　品質管理では「事実に基づく管理」が重要であり、
事実を効率よく正しく把握し、管理・改善などを効果的
に進めるためのデータのとり方や注意点を学びました。
　品質管理を効果的に実施するために、主に数値デー
タの解析用に整理された手法として、「QC七つ道具」
があり、パレート図などの作り方と留意点や使い方を学
びました。さらに、異なる層の間(原料、機械、人、時

間など)のばらつきの原因を探るために役立つ「層別」
についても、その作り方や分析の方法について学びまし
た。

第４回「品質管理の手法編（後編）」
8月29日（水）
講師：(有)坂井経営技術研究所　坂井 公一 氏
　品質管理を効果的に実施するための手法である「QC
七つ道具」のうち、ヒストグラムなどの使用目的や作り
方と留意点や使い方などを学びました。さらに、工程の
品質に関する能力を表す工程能力指数（Cp、Cpk）に
ついても、その求め方や工程能力の有無の判断基準な
どを具体的に学びました。
　また、「新QC七つ道具」についても、その手法と特
徴などについて学びました。

第５回「問題解決編および標準化編」
9月5日（水）
講師：多根井経営コンサルタント事務所　多根井 重裕 氏
　工程改善には、「問題解決型」と「課題達成型」があ
り、それぞれの改善の手順、その進め方や留意点など
について、具体的な事例も交えて学びました。
　標準化については、工業標準化の目的や意義として、
①科学技術の成果の普及、②社会秩序や生活の便益の
増大があり、標準(規格)の種類には、国際規格、地域
規格、国家規格、団体規格、企業内規格などがあるこ
とを理解するとともに標準化の重要性を学びました。

海外製品と競合する国内におけるものづくりにおいて、図面に基づき
製品品質を造りこむことは非常に重要となります。とりわけ企業の製造
工程におけるライン担当者及び品質管理担当者が、品質管理（ＱＣ）の
知識を習得することは安定した高品質なものづくりに不可欠な要素です。
中小企業技術センター中丹技術支援室では、ものづくりの現場におけ

る生産管理力および製品信頼性の確保を目的として、７月２５日から９月
５日にかけて５回シリーズで「品質管理（ＱＣ）基礎講座」開催しました。
受講者数は延べ１７８人でした。

品質管理（ＱＣ）基礎講座

【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
中 丹 技 術 支 援 室

TEL：0773-43-4340  FAX：0773-43-4341
E-mail： chutan@mtc.pref.kyoto.lg.jp

好評につき、
来年度も実施を計画しています。
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●液中パルスプラズマ発生装置とは
　プラズマとは一般的に電離（電気的にバラバラになった状
態）した気体ともいい、固体、液体、気体とは異なる第４の
状態とも言われています。そして、液中パルスプラズマ発
生装置は、水中の電極間でパルスグロー放電を行うことによ
り、水中の気泡内で連続的にプラズマを発生させることがで
きる装置です。この装置は、マイクロ波を使った技術に比べ
て、簡素で安価な装置構成が可能となります。
　この装置によって発生したプラズマは、水中で化学反応の
場やラジカルを形成するため、様々な効果があります。

●金属ナノ粒子の合成
　水中ではプラズマを発生する電極部分が局所的に高温
状態になるため、金属のスパッタが起こり得ます。このこ
とを利用して、電極をナノ粒子を作成したい金属母材にす
ることでその金属のナノ粒子を合成することが可能となり
ます。また、金属塩を含む電解質溶液中でのプラズマ発
生によっても金属ナノ粒子を合成することが可能です。

●脱色・殺菌効果
　プラズマにより水分子から生成するＯＨラジカルは反応性
が高く、水溶性の有機物を分解する作用があります。このこ
とを利用して、水中に溶けたインクや色素の脱色を行うこと
が可能となります。
　また、NaCl溶液やCH3COONa溶液などの電解質溶液を
用いた液中プラズマでは殺菌効果もあります。

企業技術紹介

液中パルスプラズマの特長と応用について
分析や成膜の分野で広く使われているプラズマ発生装置の中で、今回は株式会社栗田製作所
製液中パルスプラズマ発生装置についてご紹介します。

▲液中パルスプラズマ（写真提供：株式会社栗田製作所）

▲金ナノ粒子の合成

▲株式会社栗田製作所製液中パルスプラズマ発生装置

【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
応 用 技 術 課 　 表 面 ・ 微 細 加 工 担 当

TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497
E-mail：ouyou@mtc.pref.kyoto.lg.jp
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研究報告１

PBII法で成膜したDLC皮膜の浮沈法による密度測定

【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
基 盤 技 術 課 　 材 料 ・ 機 能 評 価 担 当

TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497
E-mail：kiban@mtc.pref.kyoto.lg.jp

はじめに
ダイヤモンドライクカーボン（DLC）は高硬度かつ低摩擦係数であることから摺動部品を中心に適用が進み、さら
に化学的安定性や生体適合性、ガスバリア性などの優れた特性を利用した用途拡大が期待されます。その中でDLC
皮膜は成膜方式・成膜条件により膜構造が大きく変化し、硬さをはじめとする特性値が大きく変化しますが、DLC
皮膜構造の評価には高価な設備・装置を必要とします。そこで、DLCの構造評価指標の一つである密度について特
別な設備を使用せずに簡易に測定する方法として、「浮沈法」による密度評価について検討しました。

実験手順

結 果
当センター保有のPBII方式成膜装置を使用してDLCを成膜後、基材
アルミ箔を塩酸・硝酸混合液で溶解し、ろ過・乾燥を行いますと写真１
に示しますようなDLC薄片を容易に採取できました。次に、得られた
DLC薄片を密度を0.01g/cm3刻みに段階的に調整した浸せき液に投
入し、数時間ほど静置しますと写真２のように浸せき液中で浮上、浮遊、
沈降しました。成膜・採取したDLC膜自体にも密度のバラつきがありま
すので、浮遊している割合が多い浸せき液の密度からDLC膜密度を求
めますと写真2では1.73g/cm3と判定することができ、おおよそ
0.01g/cm3単位での密度判定が可能であることが分かりました。今
回成膜したDLCで薄いものは0.23μmでしたが同様の方法で密度判定
が可能でした。またこのとき、浸せき液の密度は温度変化に敏感であ
るため、測定にあたっては一定温度下で行うか、事前に使用する浸せ
き液の密度の温度変化量を把握しておく必要があ
ります。
今回検討した浮沈法で得られた密度は、薄膜の
密度評価に用いられていますＸ線反射率法（XRR
法）で得られた密度と良い相関が得られており、
本方法により、特別な装置を用いずにDLCの密
度測定を行うことができます。
詳細は、平成23年度　京都府中小企業技術セ
ンター技報をご覧ください。
http://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/inf/cen/
pub/gih/img40/03.pdf/
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研究報告2

【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
基 盤 技 術 課 　 材 料 ・ 機 能 評 価 担 当

TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497
E-mail：kiban@mtc.pref.kyoto.lg.jp

1 はじめに
日本画絵画用絵具においては、環境汚染ガスによる変質、廃棄物の

環境汚染等の問題で無鉛化が急務となっている。平成22年度は、そ
れまでの研究により量産化技術が確立できた絵画用無鉛絵具（研究中
絵具の一部、60色）について、その製品化に成功した。平成23年度は、
無鉛岩絵具製造法特に熔融塊の熔融（焼成）方法について研究した。通
常の製造法では、低融点機能性無鉛フリット及び顔料の混合物を通常
約2℃/minで昇温して800℃に加熱して絵具の母体となる溶融塊を
作成し粉砕分級して製造される。当研究では、対象を既製品岩絵具の
内トルコ青顔料の無鉛岩絵具に特定し、その溶融塊について、原料の
低融点機能性フリット組成を変え、加熱速度を通常の10倍（20℃/
min）に高速化した場合における溶融温度800,750,700℃の溶融塊
及び粉砕分級後の無鉛岩絵具及び描画試料の性状、特性について検討
した。別途、新規製品化岩絵具（2系統色：珊瑚、藤袴、20件）につい
ても評価した。

2 実験方法
2.1　研究試料（無鉛フリット及び顔料）
当研究で用いた絵具試料の媒溶剤（フリット）には、酒井硝子（株）が

作成した表１に示す組成の無鉛フリット（粉末）を使用した。使用した
フリットは何れも無鉛である。AとB、DとEは組成は同一であるが、
珪石（SiO2）原料産地に違いがある。組成的には、SiO2成分の含有量
はAが最多でFが最小であり約4mass%の差がある。また顔料には市
販のトルコ青顔料を用いた。トルコ青顔料には、主成分としてジルコ
ンが同定され、他に石英が微量存在していた。

2.2　試験評価用絵具試料 
無鉛フリット75mass%とトルコ青顔料25mass%をミルで良く

混合し、その混合粉末を80φの金型を用い圧縮装置で成形し、それ
を高速昇温（20℃/min：通常の10倍）で、所定温度（800：通常温
度,750,700℃）に加熱し、所定温度で10分保持したのち、炉の電源
を切断し、炉を約60分程度自然冷却して溶融塊を作成した。次いで、
溶融塊をミルで粉砕分級し、８段階に粒度分けして試験用トルコ青無
鉛岩絵具（粉末）を作成し、専門家が伝統的日本画の手法（膠使用）によ
り２cm角の和紙上に描画し、それらをアクリル板に貼付して耐ガス
評価用試料とした。
2.3 　混合ガス耐久性試験
試作無鉛絵具描画試料に対する環境汚染混合ガス処理試験について

は、山崎精機研究所製定流式フロー形ガス腐食試験装置（GH-180形）
を用い、混合ガス処理条件として、硫化水素ガス濃度5 ppm、亜硫酸
ガス濃度10 ppm、二酸化窒素ガス濃度10 ppmの濃度であり、試料
の処理は、温度30℃、湿度90%RH、雰囲気送気流量1000 l/hr.、雰
囲気換気回数5 times/hr.、処理日数（時間）は、４日間（96 h）であった。

３ 実験結果と考察
3.1　高速焼成溶融法トルコ青無鉛岩絵具溶融塊の性状
無鉛フリットの溶融状態は温度が高い程良くなっている。しかし熔

けの優れない通常焼成の溶融温度より100℃低い溶融温度700℃の
溶融塊についても、フリットと顔料が充分熔結した強固な溶融塊と
なっており、粉砕分級による岩絵具化が可能な状態であった。図1に
トルコ青顔料と700℃溶融塊粉末の粉末Ｘ線回折分析（XRD）結果比

較を示すが、溶融塊を最
上段のトルコ青顔料の回
折線と比較すると、
SiO2が微量認められたB
とDを除き、概ねトルコ
ブルー顔料と同一の回折
線であった。
3.2　溶融温度について
試料の測色結果とし

て、750℃、700℃溶
融 岩 絵 具 を 常 用 の
800℃溶融岩絵具と比
較した場合、色度（b）に
若干異なる発色を示し
た。しかし、製品として
要求されるトルコ青絵具
の色彩の詳細が不明であ
ることから、750℃及
び700℃の溶融温度で
作成した絵具も、その描
画の状態、発色等から新
色として通用する可能性
が考えられる。
3.3　�無鉛フリットの組

成差について
無鉛フリットの組成

差と溶融温度の異なるト
ルコ青無鉛岩絵具試料に
ついて、Aフリット（常
用組成）を用いたトルコ
青無鉛岩絵具測色データ
を基準に、溶融温度や組成等の異なる各フリットを用いた絵具との色
差（8試料の平均値差）を整理して比較したが、Aフリット絵具の色彩
と殆ど変わらない発色となった。従って、今回のように高速昇温溶融
法で作成しトルコ青無鉛岩絵具では、表１に示す程度のフリット組成
の変動では、その発色に殆ど影響が無いことが分かった。
3.4　トルコ青岩絵具描画試料の環境汚染混合ガス処理について
試作トルコ青岩絵具描画試料の混合ｶﾞｽ処理前後の試料の測色を比

較したが、結果としては、図2,3のように試作絵具試料の色彩（外観）
変化は殆ど確認できず、有鉛岩絵具に見られる黒色化のような呈色の
大きな変動も全く認められなかった。
3.5　新規製品化絵画用無鉛岩絵具（京上岩絵具珊瑚、藤袴）の特性について
京上岩絵具藤袴、同珊瑚の2系統色絵具（20件）の量産化技術が確

立できたので、両無鉛岩絵具試料の耐環境汚染ガスについて検討した
ところ、両絵具とも色差の平均値が1.0以下となっており、肉眼では
変色が確認できない範囲（ΔL（明度）,a,b（色度）＜1.0）の結果であり、
良好な環境汚染ガス耐久性を示すことが確認できた。

４ まとめ
この研究では、良好な色彩のトルコ青無鉛岩絵具用溶融塊が高速昇

温溶融法により、従来に比して極めて短時間、低温度、広範囲の低融
点無鉛フリット組成及び加熱温度で製造できることが確認できた。こ
の方法は新規無鉛岩絵具の生産のみならず試作試験等に効果的に活用
できる。その他、新規に京上岩絵具藤袴、同珊瑚の2系統色（20件）の
量産化技術が確立でき、両無鉛岩絵具試料の特性（特に耐環境汚染ガ
ス）について検討したが、何れの無鉛岩絵具とも環境汚染ガスに対し
て良好な耐久性を示すことが確認できた。

絵画用無鉛岩絵具製造技術改善について
─高速昇温溶融法によるトルコ青無鉛岩絵具の特性─

京都府中小企業技術センター 矢野秀樹　ナカガワ胡粉絵具㈱ 中川晴雄
酒井硝子㈱ 森秀次　京都府特別技術指導員（京都工繊大名誉教授） 大田陸夫
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受発注あっせん　（本情報の有効期限は1月10日までとさせていただきます）

発注コーナー
業種
No. 発 注 品 目 加 工 内 容

地 域
資 本 金
従 業 員

必 要 設 備 数 量 金 額 希望地域 支払条件 運搬等・希望

機1 治具配線、組立 検査用治具製作
久御山町
3000万円
80名

拡大鏡、半田付キット（レ
ンタル可） 話合い 話合い 久御山から

60分以内
月末〆
翌月末支払

継続取引希望、当社
内での内職作業も可

機2 精密機械部品 切削加工
南区

1000万円
40名

ＭＣ、ＮＣ旋盤、ＮＣフライ
ス盤他 話合い 話合い 不問

月末〆
翌月末日支払
� 全額現金

運搬受注側持ち、継
続取引希望

機3 産業用機械部品 切削加工
南区

1000万円
12名

ＭＣ、旋盤、フライス盤、円
筒研削盤、平面研削盤他

多品種小ロット
（1個～300個） 話合い 不問

月末〆
翌月末日支払
10万超手形120日

運搬受注側持ち、継
続取引希望

繊1 婦人、紳士物布製バック 縫製
東山区
個人
1名

関連設備一式
ロット20個～、
月産数量は能力
に合わせ話合い

話合い 不問
月末〆
翌月末日支払
� 全額現金

運搬片持ち、継続取
引希望

繊2 ウェディングドレス 裁断～縫製～仕上
福井県（本社中京区）
18000万円
130名

関連設備一式 10～50着／月 話合い 不問
25日〆
翌月10日支払
� 全額現金

運搬片持ち、内職加工先持
ち企業・特殊ミシン（メ
ローがけ）可能企業を優先

繊3 婦人パンツ、スカート、
シャツ 裁断～縫製～仕上

南区
1000万円
12名

ミシン、アイロン等 100～500着／月 話合い 不問
20日〆
翌月15日支払
� 全額現金

運搬片持ち

繊4 自動車カバー・バイクカ
バー 裁断～縫製～仕上

南区
1200万円
17名

関連設備一式 話合い 話合い 不問
月末〆
翌月末支払
� 全額現金

運搬片持ち、継続取
引希望

繊5 ウエディングドレス 裁断～縫製～仕上
右京区

107159万円
972名(連結）

ミシン、アイロン等関連設
備一式 20～100着／月 話合い 不問

月末〆
翌月末支払
� 全額現金

運搬発注側持ち、継
続取引希望

業種
No. 加 工 内 容

主 要 加 工
（ 生 産 ）
品 目

地 域
資 本 金
従 業 員

主 要 設 備 話合い 希望地域 備 考

機1
MC・汎用フライスによる精
密機械加工（アルミ、鉄、ステ
ン、チタン他）

半導体関連装置部品、包装機
等

南区
300万円
6名

立 型MC3台、汎 用フライス4台、CAD／
CAM3台、汎用旋盤1台、画像測定機1台 試作品～量産品 京都・滋賀・

大阪 運搬可能

機2 切削加工・溶接加工一式（ア
ルミ・鉄・ステン・真鍮）

液晶製造装置・産業用ロボッ
ト・省力化装置等精密部品

京都市南区
500万円
21名

汎用旋盤5台、NC旋盤3台、汎用フライス3台、
MC6台、アルゴン溶接機5台他 単品～中ロット 不問

運搬可能、切削加工から
真空機器部品のアルゴ
ン溶接加工までできる。

機3 パーツ・フィーダ設計・製作、省力機器設計・制作
宇治市
個人
1名

縦型フライス、ボール盤、メタルソー、半自動
溶接、TIG溶接、コンタ、CAD、その他工作機械 話合い 不

問
自動機をパーツ・フィーダから組立・電
気配線・架台までトータルにて製作し
ますので、低コストでの製作が可能。

機4
電線・ケーブルの切断・圧着･圧接・
ピン挿入、ソレノイド加工、シール
ド処理、半田付け、布線、組立、検査

ワイヤーハーネス、ケーブ
ル、ソレノイド、電線、コネク
タ、電子機器等の組立

下京区
3000万円
80名

全自動圧着機（25台）、半自動圧着機（50台）、全
自動圧接機（15台）、半自動圧接機（30台）、アプ
リケータ（400台）、導通チェッカー（45台）他

少ロット（試作品）
～大ロット（量産

品）
不
問

経験30年。国内及び海外に十数社の協力
工場を含む生産拠点を持ち、お客様の
ニーズに応えるべく、スピーディでより低
コストかつ高品質な製品を提供します。

機5
SUS・AL・SS板金・製缶、電
子制御板等一式組立製品出
荷まで

SUS・AL・SS製品、タンク槽、ボ
イラー架台等、大物、小物、設計・
製造,コンポスト型生ゴミ処理機

南丹市
1000万円
8名

ターレットパンチプレス、シャー各種、ベンダー各
種、Tig・Migアーク溶接機各5台以上、2．8tクレー
ン2基、1t3基、フォークリフト2．5t2台、その他

話合い 不問 2t車、4t車輌、継続取引
希望、単発可

機6
MC，汎用フライスによる精
密機械加工（アルミ、鉄、ステ
ンレス）

半導体関連装置部品、包装機
等、FA自動機

南区
1000万円
30名

三次元測定器、MC、NC旋盤、NCフライス盤、
汎用フライス盤、CAD他 試作品～量産品 京都・滋賀・

大阪 運搬可能、短納期対応可

機7 切削加工 産業用機械部品
伏見区
個人
2名

NC立フライス、旋盤5～9尺、フライス盤＃1
～2、平面研削盤等 話合い 不問 継続取引希望

機8 プレス加工
（抜き、曲げ、絞り、タップ）

自動車部品、機械部品、工芸
品、園芸品等小物部品

福知山市
300万円
8名

機械プレス15T～100T（各種） 話合い 不問
NCロール、クレードル
によるコイルからの加
工も可

機9
精密切削加工
（アルミ、鉄、ステンレス、真
鍮、樹脂）

各種機械部品
南区

1000万円
18名

MC、NC旋盤、NC複合旋盤　20台 話合い 不問
丸・角・複合切削加工、10
個～1000個ロットまで
対応します。

機10 ユニバーサル基板(手組基板）、ケース・BOX加工組立配線、装
置間ケーブル製作、プリント基板修正改造

伏見区
個人
1名

組立・加工・配線用工具、チェッカー他 単品試作品～小
ロット 京都府内

経験33年。性能・ノイズ対策を
考えた組立、短納期に対応、各
種電子応用機器組立経験豊富

機11 産業用基板組立、制御盤組立、ハーネス、ケーブル加工
宇治市
300万
5名

静止型ディップ槽・エアーコンプレッサー・エ
アー圧着機・ホットマーカー・電子機器工具一
式

話合い 京都・滋賀・
大阪

継続取引希望、フォーク
リフト有り

機12 プラスチックの成型･加工
真空成型トレー、インジェク
ションカップ・トレー等ブ
ロー成型ボトル等

伏見区
1000万
19名

真空成型機、射出成型機、中空成型機、オイル
プレス機 話合い 京都・大阪・

滋賀
金型設計、小ロット対応
可

機13 切削加工(丸物）、穴明けTP 自動車部品、一般産業部品
伏見区
個人
3名

NC旋盤、単能機、ボール盤、ホーニング盤 話合い 近畿地区

機14
振動バレル、回転バレル加
工、穴明け加工、汎用旋盤加
工

鋼材全般の切断
精華町
1000万円
8名

超硬丸鋸切断機10台、ハイス丸鋸切断機1台、
帯鋸切断機7台 話合い 運搬可能、単品可能、継

続取引希望

機15
MC，NC，汎用フライスによ
る精密機械加工（アルミ、鉄､
銅、ステン他）

半導体装置、包装機、医療器、
産業用機械部品

南区
300万円
5名

立型MC2台、立型NC3台、汎用フライス5台、
CAD／CAM1台、自動コンターマシン2台 試作品～量産品 京都・滋賀・

大阪 運搬可能、継続取引希望

機16 超硬、セラミック、焼入鋼等、
丸、角研磨加工一式

半導体装置部品、産業用機械
部品

南区
個人
1名

NCフライス1台、NC平面研削盤2台、NCプロ
ファイル研削盤3台、銀、ロー付他 話合い 不問 単品、試作、修理、部品加

工大歓迎

機17 精密機械加工前の真空気密溶接
久御山町
個人
1名

アルゴン溶接機1台、半自動溶接機1台、アー
ク溶接機、クレーン1t以内1台、歪み取り用プ
レス1台

話合い 不問 単発取引可

機18 精密寸法測定 プラスチック成形品、プレス
部品、プリント基板等

宇治市
6000万円
110名

三次元測定機（ラインレーザー搭載機あり）、
画像測定機、測定顕微鏡、表面粗さ形状測定
機、その他測定機、CAD等

話合い 不問
3DCADとのカラー段階
評価モデリング対応可、
CAD2D⇔3D作成

受注コーナー
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【お問い合せ先】 （公財）京都産業 21 事業推進部 市場開拓グループ TEL：075-315-8590  FAX：075-323-5211
E-mail：market@ki21.jp

＊本コーナーに掲載をご希望の方は、市場開拓グループまでご連絡ください。掲載は無料です。
＊財団は、申込みのあった内容を情報として提供するのみです。価格等取引に係る交渉は直接掲載企業と行っていただきます。
＊紹介を受けられた企業は、その結果についてご連絡ください。

機19 MC、NCによる切削加工 産業用機械部品、精密機械部
品

亀岡市
1,000万円
12名

NC、MC縦型、横型、大型5軸制御マシニング 試作品～量産品 不問

機20 NC旋盤、マシニングによる
精密機械加工

産業用機械部品、半導体関連
装置部品、自動車関連部品

伏見区
1,000万円
11名

NC旋盤6台、マシニング2台、フライス盤、旋
盤多数 話合い 不問 継続取引希望、多品種少

量生産～大量生産まで

機21
溶接加工一式（アルミ、鉄、ス
テン）板金ハンダ付、けロー
付け

洗浄用カゴ、バスケット、ステン網
（400メッシュまで）加工修理ステン
レスタンク、ステンレススクリュー

城陽市
個人
4名

旋盤、シャーリング、ロールベンダー、アイア
ンワーカ、スポット溶接機、80tブレーキ、コー
ナシャー

話合い 京都府南部

機22
コイル巻き、コイルブロック
仕上、LEDパネルの販売・加
工

小型トランス全般
南区
500万
3名

自動ツイスト巻線機2台、自動巻線機8台 話合い 京都近辺 短納期対応

機23 切削加工、複合加工 大型五面加工、精密部品加
工、鋳造品加工

南区
3000万
20名

五面加工機、マシニングセンター、NC複合旋
盤 話合い 不問 継続取引希望

機24 超硬合金円筒形状の研磨加
工、ラップ加工

冷間鍛圧造用超硬合金パン
チ、超硬円筒形状部品

八幡市
300万円
6名

CNCプロファイル、円筒研削盤2台、平面研削
盤、細穴放電、形状測定機、CNC旋盤

単品試作品、小
ロット 不問

鏡面ラップ加工に定評
あります。品質・納期・価
格に自信あります。

機25 板金加工（切断・曲げ・穴抜
き）

パネル、シャーシ、ブラケッ
ト等

中京区
個人
1名

シャーリング、プレスブレーキ、セットプレス
等 話合い 京都市近郊 短納期、試作大歓迎。継

続取引希望

機26 円筒研削加工、円筒鏡面超精
密加工

産業用機械部品、自動車用円
筒研削

八幡市
個人
1名

円筒研削盤1台、汎用旋盤1台、ナノ研削盤1台 単品～大ロット 不問 直円度0.15μm、面粗度
0．0093μm

機27 各種制御機器の組立、ビス
締、ハンダ付等 各種制御機器用端子台

伏見区
1000万円
13名

自動ネジ締め7台、ベルトコンベア1台、コン
プレッサー（20hp)1台、電動ドライバー30台 話合い 京都、大阪、

滋賀

機28 サンドブラスト加工 ガラス製品、工芸品、商品の
彫刻加工

大山崎町
1000万円
2名

特装ブラスト彫刻装置、マーキングブラス
ター 話合い 不問 単品、試作、小ロット可

機29 電子部品の検査、組立（半田付け）
南丹市
300万円
9名

スポット溶接機、半田槽、拡大鏡、恒温槽、乾燥
炉、放熱板かしめ機、絶縁抵抗測定器、コンプ
レッサー、耐圧用治具

話合い 関西

機30
LED照明器具製造に関する
加工、組立、検査（全光束、照
変、電流・電圧等）

LED照明器具
久御山町
3000万円
70名

積分球（全光束検査装置、全長2mまで可）、電
流・電圧測定器、照度計、各種NC制御加工機

翌月末現金払い希
望 関西

LED照明器具の製造から検
査までの多様なご要望にス
ピーディに対応致します。

機31 手作業による組立、配線
各種制御盤（動力盤、低圧盤、
その他）・ハーネス、ケーブル
加工

南区
300万円

半田付キット、各種油圧工具、ホットマーカー、
（CTK2台）、ボール盤、2t走行クレーン 話合い 京都、滋賀、

大阪

機32 精密金型設計、製作、金型部
品加工

プラスチック金型、プレス金
型、粉末冶金金型

京都市
1000万円
12名

高速MC、ワイヤーカット形彫放電、成形研磨、
3DCAD／CAM、3次元測定機 話合い 不問 継続取引希望

機34
電子回路設計、マイコン回
路、ソフト開発、ユニバーサ
ル基板、制御BOX組立配線、

産業電子機器、電子応用機
器、自動検査装置、生産管理
装置

久御山町
300万円
5名

オシロスコープ、ファンクション発生器、基準
電圧発生器、安定化電圧電源、各種マイコン開
発ツール

話合い 不問
試作可、単品可、特注品
可、ハードのみ・ソフトの
み可

機35 切削加工、溶接加工 各種機械部品
向日市
300万円
3名

汎用旋盤、汎用フライス、アルゴン溶接機、半
自動溶接機 話合い 不問 単品～小ロット、単品取

引可

繊1 仕上げ（縫製関係）、検査 婦人服全般
北区

300万円
8名

仕上げ用プレス機、アイロン、検針器 話合い 話合い

繊2 和洋装一般刺繍加工及び刺繍ソフト制作
山科区
1000万円
3名

電子刺繍機、パンチングマシン 話合い 不問
タオルや小物など雑貨類
の刺繍も承ります。多品種
小ロットも可。運搬可能.

繊3 縫製仕上げ 婦人服ニット
八幡市
個人
4名

平3本針、2本針オーバーロック、千鳥、メ
ロー、本縫各ミシン 話合い 話合い 継続取引希望

繊4 繊維雑貨製造、小物打抜、刺繍加工、転写、プリント
舞鶴市
850万
9名

電子刺繍機、パンチングマシン、油圧打抜プレ
ス、熱転写プレス 話合い 不問 単発取引可

繊5 ボタンホール加工（両止め、ハトメ、眠り）、機械式釦付け,縫製
婦人パンツ、スカート

東山区
個人
1名

デュルコップ558、高速単糸環縫ボタン付け
ミシン 話合い 不問

繊6 手作業による組立加工
和雑貨、装飾小物（マスコッ
ト、ファンシー雑貨、民芸品)、
菓子用紙器等

亀岡市
300万円
7名

ミシン、うち抜き機（ボンズ） 話合い 不問
内職150～200名。機械化
が不可能な縫製加工、紙加
工の手作業を得意とする。

他1 HALCON認識開発、
Androidスマホアプリ開発

対応言語：C／C＋＋、VC＋
＋、VB、NET系、Delphi、
JAVA、PHP

右京区
2000万円
25名

Windowsサーバー4台、Linuxサーバー3台、
開発用端末30台，DBサーバー3台 話合い

京都、大阪、
滋賀、その
他相談

小規模案件から対応可
能

他2
情報処理系　販売・生産管理
システム開発、計測制御系
制御ソフト開発

対応言語：VB．NET、JAVA、C
／C＋＋、PLCラダー、SCADA
（RS－VIEW／iFIX）他

下京区
1000万円
54名

Windowsサーバー10台、Linuxサーバー5
台、開発用端末35台 話合い 不問

品質向上・トレーサビリ
ティ・見える化を実現し
ます。ご相談のみ大歓迎。

他3 印刷物・ウェブサイト等企業運営のためのデザイン制作
左京区
個人
1名

デザイン・製作機材一式 話合い 京都・大阪・
滋賀

グラフィックデザインを中
心に企業運営の為のデザ
イン企画を行っています。

他4
知能コンピューティングに
よるシステム開発、学術研究
システム開発

画像認識、高速度カメラ画像処理、
雑音信号除去、音声合成、振動解析、
統計解析などのソフトウエア開発

下京区
300万
6名

開発用コンピューター10台 話合い 不
問

数理理論やコンピュータサイエンスに強
い技術集団です。技術的課題を知能コン
ピューティングを駆使して解決します。

他5 電子天秤の検査・校正 検査証明書、JCSS校正証明
書

城陽市
1000万
2名

各種分銅、電子天秤 話合い 不
問

JCSS校正は300Kg以下。取引
証明書用の検定とは異なりま
す。

※�受発注あっせん情報を提供させていただいておりますが、実際の取引に際しては書面交付など、当事者間で十分に話し合いをされ、双方の責任において行っていただきますようお願いします。



日 名　　称 時間 場所
2012. 12
14

（金）
京都品質工学研究会（第
6回） 13:30 ～17:00 京都府産業支援センター5F

18
（火）

下請かけこみ寺巡回相談
（無料弁護士相談） 13:00 ～15:00 久御山町商工会

20
（木）

下請かけこみ寺巡回相談
（無料弁護士相談） 13:00 ～15:00 ガレリアかめおか

京都実装技術研究会第3
回例会 13:30 ～16:30 京都府産業支援センター5F

25
（火）

下請かけこみ寺巡回相談
（無料弁護士相談） 13:00 ～15:00 丹後・知恵のものづくりパーク

26
（水）

下請かけこみ寺巡回相談 13:00 ～15:00 北部産業技術支援センター・綾
部

2013. 1
9

（水）
新春賀詞交歓会 17:30 ～19:00 ホテルグランヴィア京都

11
（金）

京都ものづくり若手リーダー
育成塾（京の知財エンジニア
リングセミナー第6回）

13:30 ～17:00 京都府産業支援センター5F

日 名　　称 時間 場所
15

（火）
下請かけこみ寺巡回相談

（無料弁護士相談） 13:00 ～15:00 久御山町商工会 

17
（木）

下請かけこみ寺巡回相談
（無料弁護士相談） 13:00 ～15:00 ガレリアかめおか

22
（火）

下請かけこみ寺巡回相談
（無料弁護士相談） 13:00 ～15:00 丹後・知恵のものづくりパーク

23
（水）

下請かけこみ寺巡回相談 13:00 ～15:00 北部産業技術支援センター・綾
部

24
（木）

経営革新セミナー 15:00 ～18:00 京都府産業支援センター５F

25
（金）

品質工学セミナー 13:30 ～17:00 京都府産業支援センター５F

食品・バイオ技術セミナー
（ニチレイフーズ関西工
場見学）

13:30 ～15:30 ニチレイフーズ関西工場（大阪
府高槻市）

専門家特別相談日（毎週木曜日　13：00 〜 16：00）
○事前申込およびご相談内容について、（公財）京都産業 21　お客様相談室

までご連絡ください。�TEL 075-315-8660　FAX 075-315-9091

取引適正化無料法律相談日（毎月第二火曜日　13：30 〜 16：00）
○事前の申込およびご相談内容について、（公財）京都産業 21　事業推進部　市場開拓グルー

プまでご連絡ください。� TEL 075-315-8590　FAX 075-323-5211

京都府中小企業技術センターでは、中小企業の皆様が抱えておられる技術上の課題にメール等でお答えしていますので、お気軽にご相談ください。▲

http://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/consul/consul.htm

インターネット相談実施中！

12月3日（月）から28日（金）〈土・日・祝祭日を除く〉まで、経営相談窓口の開設時間を延長します。
　　受付時間：午前9時から午後7時
　　実施機関：（公財）京都産業21 お客様相談室
　　　　　　 京都府商工会連合会 経営支援部、京都商工会議所中小企業経営支援センター(洛央支部)でも実施します。

◆◆ 年末における中小企業向け経営相談窓口の時間延長のお知らせ ◆◆

代表	 TEL 075-315-9234　　FAX 075-315-9240
北部支援センター	 〒 627-0004 京都府京丹後市峰山町荒山 225
	 TEL 0772-69-3675　　FAX 0772-69-3880
けいはんな支所	 〒 619-0237 京都府相楽郡精華町光台 1丁目７（けいはんなプラザ ラボ棟）
	 TEL 0774-95-5028　FAX 0774-98-2202
上海代表処	 上海市長寧区延安西路 2201 号　上海国際貿易中心 1013 室
	 TEL +86-21-5212-1300

代表	 TEL 075-315-2811　　FAX 075-315-1551
中丹技術支援室	 〒 623-0011 京都府綾部市青野町西馬場下 38-1
	 TEL 0773-43-4340　FAX 0773-43-4341
けいはんな分室	 〒 619-0237 京都府相楽郡精華町光台 1丁目７（けいはんなプラザ ラボ棟）
	 TEL 0774-95-5027　FAX 0774-98-2202

http://kyoto-isc.jp/　〒 600-8813 京都市下京区中堂寺南町 134

http://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/

編集協力／石田大成社

—知ろう　守ろう　考えよう　みんなの人権！—

行事予定表

お問い合せ先： 公益財団法人 京都産業 21 主催　 京都府中小企業技術センター 主催　 共催

http://www.ki21.jp

◆北部地域人材育成事業
研修名 開催日時 場所

製図基礎講座
12月  5日㈬
    　12日㈬
    　19日㈬

９：００～１７：００ 丹後・知恵のものづくりパーク
B棟小研修室

約1万5千人の方々にお読みいただいております京都府中小企業技術センターのメ－ルマガジンは、当センターや（公財）京都産
業21、府関連機関が主催する講習会や研究会・セミナーなどの催し物や各種ご案内、助成金制度等のお知らせなど旬の話題をタ
イムリーにお届けしています。皆様の情報源として是非ご活用ください。ご希望の方は、ホームページからお申し込みください。▲

http://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/mtnews/get_mtnews.htm

メールマガジン「Ｍ＆Ｔ NEWS FLASH」（無料）をご活用ください！

工業統計調査
　この調査は、我が国の工業の実態を明らかにすることを目的とした統計法
に基づく報告義務がある重要な統計で、その結果は、国や都道府県の産業振
興計画などの基礎資料となるほか、広く一般に利用されています。
　〈調査対象〉
　　製造業を営む事業所で次のとおり
　　甲調査：従業者（臨時雇用者を除く）30人以上の事業所
　　乙調査：従業者（臨時雇用者を除く）4 ～ 29人の事業所
　〈調査内容〉
　　従業者数、製造品出荷額、現金給与総額、現在料使用額、有形固定資産

など

この調査は、統計法に基づく基幹統計調
査で、平成24年12月31日を調査日として
実施されます。

調査票でお答えいただいた内容は、統計
作成の目的以外(税の資料など)に使用される
ことはありませんので、調査票へのご回答を
お願いします。

調査の内容に関するお問い合せは、京都
府政策企画部調査統計課産業統計担当まで

（Tel. 075-414-4509, 4510）

平成 24 年工業統計調査にご回答ください


